ディボーションノート　１４
	　４月７日(月曜)　創世記　第６章
　この時代には罪がこの地上の上に満ちていました。それだけではなく、人々も罪に満ち、自分の目にふさわしい行動をとっていたんです。それが罪なのです。そして、その全ての人がちの上でその道を乱したのです。その中でノアだけが主の前に恵みを得ることができたんです。ノアが罪がなかったわけではありません。しかし、その中で、主に信頼していくならば、主の前に恵みを得ることができるのです。


	４月８日(火曜)　創世記　第７章　キッズブラウン英会話教室
　主は全てのものを滅ぼしました。ノアの家族をのぞいてです。主は恵みを与えたものを全ての滅びから救い出してくださるのです。４０という数字は聖書の中で罪の贖いやきよめをあらわす数字といわれています。すなわち完全に滅ぼされた結果の世界の中で、神の恵みである方舟のなかにいたノアたちは主に守られたのです。主の御手のなかにいるときに、私たちは平安のなかにいることができるのです。


	４月９日(水曜)　創世記　第８章　
　主が導いてくださった道をノアたちは歩き出しました。大洪水の中、主の御手のなかにいたノアたちは主が導いてくださった時に、その歩みを初めて行ったのです。ノアたちは主の導きによって歩み始めたとき、まず、感謝の礼拝をささげました。その時に主はもう二度と地を滅ぼさないと決めました。それの一つには人々の心には悪があるからなのです。その悪を、罪を許すためにイエス様が十字架にかかってくださったのです。


	４月１０日(木曜)　創世記　第９章　午前・午後の祈り会
　主は大洪水で全てのものを滅ぼしたあとも、ノアとその家族に「生めよ、ふえよ、地に満ちよ。」と、おっしゃいました。主が私たちを愛してくださっている事は何一つ変わっていからです。主の愛は人々が罪のなかにいるときにも同じように注がれています。そして、その愛の中で主は私たちとの間に契約を持っていてくださるのです。


	４月１１日(金曜)　創世記　第１０章　キッズブラウン英会話教室
　主はノアとその家族以外の全てのものを滅ぼしたあとも、この地上に多くの人類をおこしてくださいました。それは、９章１節の御言葉「生めよ、ふえよ、地に満ちよ。」と、いう言葉を実際におこしてくださった約束の章なのです。この当時の人々は気がつかなかったかもしれません。だから、一見、何も恵みが内容に見える中に主は豊かな恵みをあらわしてくださる。私たちの日常の生活の中でも、振り返った時に主の恵みがあふれるばかりに満ち満ちているのです。


	４月１２日(土曜)　創世記　第１１章
　人がおごり高ぶり、人は神になろうとしました。しかし、主はそのおごり昂ぶりに裁きをくだされたのです。人々の言葉が別れたのは神様による裁きの業です。しかし、そのことによって人々は全世界へと散らばっていくことができたのです。私たちの目にはその時は辛い結果が起こる時があります。その中で、主は私たちには想像できないほどの祝福を用意してくださっているのです。



